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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 浦出 芳郎 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、電磁メタマテリアルの一種であるチェッカーボード状金属構造が示す
特異な電磁的性質について、特にテラヘルツ帯という周波数帯に着目し、実験・数
値シミュレーション・理論の三つの手法により論じたものである。 本論文の成果
は大きく以下の２つの観点から整理される： 
 
1. 自己補対性に起因する周波数無依存応答 
 理想的なチェッカーボード状金属構造は自己補対性を有しており、それに起
因した周波数無依存な応答が予想される。本論文では、自己補対性に必要であ
ると考えられていた実現不可能な点接触の部分を抵抗膜で置換するという独自
の発想に基づき、実際に試料を作製し、テラヘルツ帯でその特性を評価した。
理論的に予想される特定の抵抗値において自己補対性に起因する周波数無依存
な透過特性が生じることを観測した。また、こうした抵抗膜を装荷した自己補
対チェッカーボード状金属構造の両側から同位相・等強度のテラヘルツ波を入
射すると、回折周波数以下で、広帯域かつ入射エネルギーをサブ波長領域に集
める作用をもったコヒーレント完全吸収体として振る舞うことを明らかにし
た。 
2. 金属部の接続性に依存した特異な電磁応答の動的メタ表面への応用 
 チェッカーボード状金属構造は金属部の接点が電気的に接続しているか、し
ていないかによってその電磁応答が大きく変化する。本論文では、その特異な
性質に着目して、抵抗値を動的にスイッチングできる物質を接点部に配置した
動的に特性可変なメタ表面を提案した。実際に、二酸化バナジウムとチェッカ
ーボード状構造を組み合わせ、テラヘルツ波応答の動的切り替えの原理実証に
成功した。また、単純なチェッカーボード状構造の透過特性の切り替えに加え
て、チェッカーボード状構造に平面カイラリティをもった構造を適切に埋め込
むことで、構造がもつ平面カイラリティの切り替えが可能になることを理論
的・数値的に示した。 
 
以上のように、本論文は、チェッカーボード状金属構造がもつ自己補対性を従来
の研究とは異なる観点から考察し、これまで不明瞭であった点を明らかにしてい
る。また、チェッカーボード状金属構造の特異な電磁応答を動的なメタ表面に応用
することを提案し、実験的に実証している。本論文は、対称性に着目した物理の観
点から興味深い知見に加え、人工構造によるテラヘルツ波制御という応用の観点か
らも重要な知見を含んでおり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２
９年１月２５日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
